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In recent years, communication has been decreasing by increasing number of an 
elderly person who lives alone, social withdrawal of young people and so on. For the 
purpose of increasing communication, participation of the robot as a mediator of con-
versation between people can become a support for making a relationship. However, 
since existing conversation support robots do not take into consideration the timing 
etc. when presenting a topic, its support is insufficient. In order for the conversation 
support robot to support a continuation of smooth communication between dialogue 
partners, it is necessary to analyze the stress state of each other and to support con-
versation at an appropriate timing. In this research, we analyzed the stress state of 
each user using biometric indicators. Based on the analysis results, we developed a 
system that presents topics by real-time analysis. As a result of the evaluation, the 
developed system got a good response to the timing of the topic presentation. 
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R波の間隔である RR間隔をサンプリング周波数 lHzで， 100点分のデータを周波数解
析することによって求めた．また，今回の環境において，被験者による頷きなどの動きが
心拍取得に影嬰を与え， HRVの数値にノイズが出力されることがあった．心拍数 40以
下もしくは 120以上は病的な徐脈・頻脈であるため＊1' これを心拍間隔に直し， 500msか








































































































































































































































































12名，その内男子学生は 9名，女子学生は 3名である．アンケート項目としては Yahoo!
知恵袋＊1の中カテゴリを参考とし，その中から話題として不適当と判断した項目（例：投
稿練習）を除いた 112項目を使用した．この 112項目に対して，話しやすい (5点），どち






被験者側に伏せ，話しやすい話題を話題群 X,話しづらい話題を話題群 Y として被験者







• 1 Yahoo!知）ぶ袋， Available:https://chiebukuro.yahoo.co.jp/ 
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健康 ・病気・病院 家計 ・貯金
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対話実験では， 事前に選定した話題から選択した 3つの話題をそれぞれ 10分間，計 30










3.3 対話者それぞれのストレス状態の解析結果 13 
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の LF/HF平均の推移を図 3.4に示す．1番目の話題における全被験者の LF/HF平均は
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表 3.4 共起関係にあるとされたペアの LF/HF平均
ペア 話題 I 上被験者の 下被験者の
LF/HF平均 LF/HF平均
user3 共起 ：プログラミング 2.593 1.819 
共起 ：早起き 2.452 2.259 
user12 その他 ：人と話す 1.830 1.652 
userl 共起 ：掃除
その他 ：絵を描く
user2 共起 ：ゲーム 2.267 1.047 
user2 その他 ：料理 1.612 1.753 
共起 ：読掛 1.258 1. 6 9 9 
userll 共起 ：カラオケ 1.735 2.060 
表 3.5 共助関係にあるとされたペアの LF/HF平均
ペア 話姻 1 上被験者の 下被験者の
LF/HF平均 LF/HF平均
user9 共助：フィットネス 1.831 3.758 
共助：資格 1.329 3.324 
userll その他 ：裁縫 1.968 2.339 
user4 共助 ：読歯 2.915 2.023 
その他 ：賓格 2.258 1.692 
user7 共助 ：絵を描く 1.970 1.605 
userl その他：細かい作業 2.652 2.195 
共助 ：プログラミング 2.950 1.127 
userlO 共助： 早起き 3.012 1.663 
3.4 二者間における対話の盛り上がり解析結果




また，図 3.7について，上部が 100秒間ごとのオーバーラップ秒数，下部が 100秒間
ごとの LF/HF相関の推移を示す．オーバーラ ップは両者の発話が重複した時間によって
算出した．オーバーラップ秒数と LF/HF相関の推移について，相関係数が 0.4であり ，
15 
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時としてラグが発生することも確認さ れた．図 3.8について，ラグが生 じた際の両者のグ
ラフを示す．上部が 100秒間ごとのオーバーラップ秒数，下部が 100秒間ごとの LF/HF
相関の推移を示す．
オーバーラ ップ現象の発
3.4 二者間における対話の盛り上がり解析結果 17 
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図3.7 100秒間ごとのオーバーラップ秒数 （上部）と， 100秒間ごとの LF/HF相関の推移（下部）














































~ topic2 ≪ topic3 











者は 20代学生 6名，内男子学生 5名，女子学生 1名の 3ペアに協力してもらった．前節
で述べた 3つのシステムを 3ペアそれぞれで 1回ずつ，計 9回実験を行った．対話実験
の手順は 3章の対話実験同様．まず事前の話し合いによって， 3.1節に挙げた話しやすい
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表 4.1 10分問で自動的に話題を提示するシステムでのアンケート結果
順番 話題 userl user2 
1番目 健康 ・病気 ・病院 3 4 
2番目 生き方 ・人生相談 2 2 
3番目 料理 ・レシピ 2 2 
順番 話題 user3 user4 
1番目 プログラミング 1 5 
2番目 家計 ・貯金 1 5 
3番目 正月 ・年末年始 1 5 
順番 話題 user5 user6 
1番目 国内旅行 3 5 
2番目 ゲーム 2 3 
3番目 マナー 2 4 
表 4.2 対話者それぞれの LF/HFの数値を用いたシステムでのアンケー ト結果
順番 話題 userl user2 
1番目 健康 ・病気 ・病院 5 4 
2番目 クリスマス 4 5 
3番目 テ レビ ・ラジオ 5 4 
順番 話題 user3 user4 
1番目 家事 3 4 
2番目 マナー 4 5 
3番目 言葉 ・語学 4 5 
順番 話題 user5 user6 
1番目 家事 4 4 
2番目 生き方 ・人生相談 4 3 
3番目 おもちゃ 4 5 
4.3 評価実験結果，考察 25 
表 4.3 対話者二者間の LF/HF相関を用いたシステムでのアンケート結果
順番 話題 userl user2 
1番目 マナー 3 3 
2番目 正月 ・年末年始 3 2 
3番目 アニメ・コミック 3 5 
順番 話題 user3 user4 
1番目 ファッション 1 4 
2番目 災害 2 4 
3番目 国内旅行 3 5 
順番 話題 user5 t1Ser6 
1番目 料理 ・レシビ 4 4 
2番目 派逍 ・アルバイト ・パート 4 5 
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